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本商品のマニュアルの見かたについて説明します。
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ftpサーバとして運用するパソコンをお客様の方で用意する必要があります。構成例はWebサーバ
として公開する場合と同様の形態となります。

■ftpサーバとして公開する場合
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複数の固定IPアドレスサービスを利用するには

ISP（プロバイダ）様から固定IPアドレスが複数割り当てられるサービスをご利用のお客様のみ利
用可能です。
この接続例はUnnumbered接続で、割り当てられたネットワークアドレスは200�







こんなときに
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本商品の「IPフィルタ設定」の「パケットフィルタ規制」を使用することで複数接続されたパソ
コンのうちインターネットにアクセスできないパソコンを指定することができます。
（「IPフィルタ設定」（�P2-20））

ここでは、「192.168.1.4」と「192.168.1.5」を割り当てたパソコンをインターネットにア
クセスさせない場合を例に説明します。

①「方針」は「破棄」を選択します。
②「プロトコル種別」は「全て」を選択します。
③「入力インタフェース」は「LAN」を選択します。⑪
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本商品のデータ変更や状態確認はWebブラウザにて実施します。Webブラウザは、
取扱説明書3章　本商品の設定方法「かんたん設定」の手順を実施することにより表
示されます。

Webブラウザによる設定について

機能

機能は大きく分けると次のようになっています。

メインメニュー項目

かんたん設定

機　能

本商品を接続してご利用開始までに最低限】鎍
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操作の流れ

操作の基本的な流れを示します。



詳細設定方法22-4Webブラウザによる設定についてボタンについてWebブラウザ上で使�8�F�C�Ò�å�¢�t�‘i�h�º²	�›�¬�Ý
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ネットワーク設定

LAN側およびWAN側のネットワークに関するデータを変更することができます。

1 サブメニューの「ネットワーク設定」をクリックすると、現在のデータ内容が画面
に表示されます。
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DNSサーバアドレス DNSサーバのIPアドレスを設定します。通常使用するサーバ（プラ
イマリ）とプライマリサーバがダウンしたときに使用するサーバ
（セカンダリ）のIPアドレスを設定します。
(注) 動作モードがPPPoEで使用する場合は、PPPoE設定メニューで
設定してください。

なし/なし

なし/なし

NTPサーバIPアドレス NTPサーバのアドレスを設定します。時計情報を設定する場合に使
用します。NTPサーバIPアドレスの設定方法については、取扱説明
書「本商品の時刻を正しく設定するには」を参照してください。
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PPPoE設定

PPPoEに関するデータを変更することができます。
（注1）「ネットワーク設定：動作モード」で「PPPoE」を選択した場合に利用します。
（注2）最大5種類の接続先を設定することができます。（ただし、同時に使用できる接続先は2つで

す。）

1 サブメニューの「PPPoE設定」をクリックすると、現在のデータ内容が表
示されます。

（次ページに続く）
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Webブラウザによる設定について
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Webブラウザによる設定について





暗号化設定

暗号化設定に関する設定を変更することができます。
取扱説明書「無線LANを利用する」の「③本商品に暗号化を設定する」を参照してください。

詳細設定
方法2
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詳
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Webブラウザによる設定について
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Webブラウザによる設定について



内者 初期値

項者
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2 4 1

- 4 1
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（2）ファームウェア手動アップデート
ファームウェア手動アップデートについては、取扱説明書「バージョンアップお知らせ機能
を利擁窺桺つ56跬ǘヅ琰鱓ベ 34

（ι）各 態
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①本機能を実施する前に、セッション1およびセッション2のPPPoE状態を画面左メニュー
の「状態表示」でご確認ください。
・「正常」の場合→「切断」をクリックするとPPPを切断します�
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ログ表示
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1 サブメニューの「設定値表示/保存/復元」をクリックします。

2 保存を選択します。

3 実行ボタンをクリックします。
クリックするとダイアログが表示されますので、OKボタンをクリックしてください。

4 任意のフォルダへファイルをダウンロードします。
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（3）設定値の復元

Webブラウザによる設定について
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ファームウェア更新
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付録3 機能仕様
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サーバに最新版のファームウェアが登録されたこと
を本商品がサーバへ自動的にアクセスし確認するこ
とができます。登録が確認できた場合はファーム
ウェアを最新版に更新してください。
電話機からの操作またはWd 柙 砵タ椵 桺
電話機からの操鮫
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TCP （Transmission Control Protocol）
データの転送を制御するプロトコルです。送信先に接続してデータ送信をします。
受信側は受け取ったパケットの到達確認を行い、エラーを訂正する機能を持つので、
信頼性の高い通信を実現できます。

TCP/IP （Transmission Control Protocol/Internet Protocol）
インターネットでの標準プロトコルです。TCP/UDPとIPというそれぞれのプロト
コルを用いて通信を行います。

TKIP （Temporal Key Integrity Protocol）
従来の暗号化であるWEPの脆弱性を克服するために、キーを自動的に変更して暗号
化を行うように改良された暗号化方式の1つです。
定期的に使用する暗号化キーを変更するために、キーの解析が困難となり、WEPよ
り強固なセキュリティとなります。

UDP （User Datagram Protocol）
データの転送を制御するプロトコルです。TCPとは異なり受信側へ接続をせずに送
信します。このため、高速に通信することが可能です。

付録3

3-14

用語集

SLIC （Subscriber Line Interhを用いて通信を行います。
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ネットワークア
ドレス

（Network Address）
IPアドレスの中のネットワークを識別する部分です。例えばサブネットマスクが
255.255.255.0の場合は、IPアドレスの3つ目のピリオドまでの数字がネットワー
クアドレスになります。

ファームウェア 本商品に内蔵されていて、本商品の動作を制御するソフトウェアのことを指します。
ファームウェアは機能の追加や不具合の修正のために後から変更できるようになっ
ており、バージョンアップを行うことで、購入後でも最新機能をご利用いただくこ
とができます。

【な行】伷
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ポート転送 （Port Forwarding）
WAN側のポート番号、プロトコル種別とLAN側に接続された機器のIPアドレス、ポー

ポー忌ポー⑥

�Ù�”(�Ù�”(
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索引

WANインタフェース ････････････････2-27
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（次ページに続く）

メイン
メニュー

ル
ー
タ
設
定

サブメニュー 設定項目

PPPoE設定 接続先2 接続ユーザ名
接続パスワード
接続パスワード確認
認証方式

DNSサーバアドレス

認証なし/PAP/
CHAP/PAP+CHAP

プライマリ：
セカンダリ：

無通信監視タイマ 無効/1分/5分/10分
/30分
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